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• 
闘茶札って何?

「よみがえる量声芋齢」の議長量の「董13iJのコーナーに「闘新LJという未の札が展示

されています。し織の詰械や峯叢の11さな議ぃ績で、「主」・「酋J・薩lなどの詰が
すみか っか わ ふしぎ

墨で書いてあるようです。けれど何に使ったのかが分からない、不思議なものです。

こ出何に使ったのですかっ

• 首量に嵩崩すると、ぉ棄を震わい、その糧難を皇てる「闘茶」というゲームの這臭です。

司監からの遊びで、富島は「闘茶jという善美を甫いす、 t草案鴻貰J1"葉著書」芯どと砕ぱ
b' • 伽@し忽じ忽 '" "こ忽 ゅう

れたようです。勝ち負けをめぐってお金や品々などを賭けて行われるとともあった遊びで、裕
ふく ひとびとつど たの かんが

福な人々が集って楽しんだものと考えられています。

草戸千軒町盆誌かι百五した闘茶札は室蔀で 14京あり、「二J1"四J1"客」の稿、管長男影の虻
絹篇lこ「裳 非J1"竺 二J1"毒蔀」などと詰されたものがあります。とれらは耕崇韓首

ゃ白撞葉勝負で甫いられた札だと考えられています。

本非茶勝負は「本非」の札を使って、京蔀諸種差のお茶とそれ品質の土品で品呆たお茶を

の '" どうよう

飲んでどちらがどちらなのかを当てます。「都郡」も本非茶勝負と同様のものだったのでしょう。

f最長室葉J(詰1t話語fE1331~1392に、 幸福によって書かれたと考えられている、 置い

• 
蓋長でのお茶の芸毒筆)には「象品書差是批判(京都の栂尾茶と、そうで芯いお茶の直し轟し

議論する)Jと記されています。

四種茶勝負には「一J1"二J1"主J1"客Jの札を使います。 4種類のお茶にそれぞれの喜善をあ

てがい、飲み当てるのです。この遊びについても 『喫茶往来jに記されています。

草戸干軒で京都産の本茶が用いられていたかどうかは分かりません。ですが「本非J1"都郡」

など、当時d品、皆、語、された葉室で使わ
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闘茶札は柔這の霊長を鼻露首に蓄える

量量る出土晶です。

(学芸員周々木朝香) 闘茶札
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